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1．ば じめに

（1 ）研究の背景

　蹲踞や手水鉢 の 前 の 小石 が敷 き詰められた 「海 」 の 地

下部に しつ らえた水琴窟 （1959， 平山）は
1 ＞、初期型 の

単な る排水装置 ：洞水門
2 ）

に工夫を加 え風流な音具に変

化させ る とい う、江戸 申期以降の 商家町 人た ち の 遊 び 心

に よっ て 完成して きた と考え られ る。当時の 粋人達は、

小石 の表面に付い た余水が様々 な流路を伝っ て 水玉を生

成 し、そ して 自然落下 して鳴る水琴窟音を傾聴 し 、 そ の

音 と音 との 「間」 が醸し出す余韻
3 ）、を楽 しん で い た の

で はない だろうか。あたかも風 にしたがっ て鳴る風鈴の

ように 、 予期せ ぬ 「間」 で鳴る間欠音に、ある種 の快適

さを感受 して い たの ではない か と思う。 かつ て寺田寅彦

は 、
「風鈴の音の涼 し さも、

一
っ に は風鈴が風に従っ て鳴

る自由さか ら来る。あれが機械仕掛けの メ トロ ノーム の

よ うに、ただ几帳面 に鳴るの で はちっ とも涼しくは ない

で あろう。」 と述べ たとい う
4）。

　近年 、 庭園の水の音を室内 で楽しも うと卓上 の 水琴窟

も登揚 して きてい るが、これ らは外界の 自然と断絶 され

た音具 と言える。 前記 の 寺田説 （自然の優位性）に習う

ならば、水琴窟は自然と融合し た造園空間の 息吹の 中に

あっ て こ そ 、 聴 く人 に余韻を楽しむ 心が生まれ る の で は

ないだろうか。平山が画 く本来の水琴窟は、LLIか ら流れ

て くる清流が鉢前の 「海」 の 部分に流れ込む、すなわち

自然とはっ なが りを持 っ た状態にあり （図
一1 ）、自然 と

うま く融合した伝統技術で あっ た と考えられ る 。 自然事

象と融合 した水琴窟音は、予期せ ぬ変化 （ゆらぎ）を含

んで い るがゆえ、寺 田がい う快適さが持続す る もの と考

えた。堀越
5）

は 「一定不 変の 環境にい る よ りも、人間 は

変動があっ た方が快適である」 とも述べ て い る。

　（2 ）研究 の 目的

　 余韻の 美学 とまで 言われる水琴窟音の 間隔時間 が 、持

続する快適性 と何 らか関係して い る と考え 、 ジ ッ プ
6 ）

の法則 （事象の 生起確率の分布則〉を援用 した水琴窟音

の 実態の 解明を試 み る。一滴の 音が有する余韻効果 （反

響、残響）も無視 は で きない が 、 それよ りもむ し ろ
一

連

の音と音との 「間」 が 、 実は余韻効果の本態で ある と提

え研究を進 める こ と と した。

　 自然的な事象と して は各種 の 水琴窟の 間欠音を、機械

的な事象 として は水道 の 蛇 口 か ら滴水す る間欠音を 、

各 々 ジ ッ プ の 法則か ら比較対照 し 、 両事象における間欠

音 の 相違点につ い て 明 らかにす る こ とを研究 目的 と した。

（3 ）ゆらぎとジ ッ プ則

　ゆらぎは、測定して 得る観測値が そ の 統計的にみた平

均値近 くで変動す る現象で あ り、武者
7’−10 ）に よ る とゆ

らぎとは 「そ の 変化 が完全 に は予測 で きない よ うなもの 」

と定義される 。 小川の せせ らぎ
j，　1＞

、そ よぐ風、木漏れ閏

な ど自然界の現象に は皆、予知予測出来ない ゆ らぎをみ

る こ とが で きる。そ して 、これ らゆ らぎは
一

見無秩序に

み えるが、そ の 出現頻度の 規模 （scale ） と頻度順 位

（ranking ）との積が
一
定とな る、即ち両者聞 に 逆比 例 の秩

序が成り立 つ 事例 の多い ことが 、 これまで の 研究 で 明 ら

か に されて きて い る 。 この発見された経験則は汎用式化

して ベ キ乗分布則 （power 　law）とか 、1／feゆ らぎ （β ：

ベ キ指数、 f ：frequency） と称 される。前節で補注 し

たジ ッ プ の 法則 （Zipfs　law）や近年 よく耳にする 1ff

ゆらぎは 、
こ の べ キ乗分布則の

一
種 （βニ1 ）で ある。

　 　

　　

図一1　 水琴窟 （原画 ・平山勝蔵）

2 ．デ
ー

タ収集と解析手法

（1）研究材料の 収集

　自然的な事象とみ られる水琴窟音、機械的な事象とみ

られ る水道の 蛇 口からの 滴水音とを解明 の 対象とす る。

次 に 示す合計 10 事例 の デー
タ （間欠音）を収集 した。

（i）水琴窟音

a ，既存の CD 、カセ ッ トテ
ープ （以下、　 CT ）か らの

収集は以下の 3 例で、録音当時 の 条件は不問とした。
＊
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　 ・事例 1 ／幻の音風景水琴窟
12 ）：CD 　1章 （約 30 分）

　
・事例 2／幻の音風景水琴窟

工3＞
：CT （約 5分）

　
・
事例 3 ／水琴窟 の音風景

14 ＞
： CD （約 49 分）

b ．自身で 採録 したデ
ー

タは 以下 の 6 例である。録音に

際 し次 の ような 3 タイプ の 条件設定を行 っ た。

　条件設定 A ；筧か ら
一
定の 水を流 した。

　条件設定 B ：柄杓 で 水 を海に満遍 な く散布 し続けた。

　条件設定 C ：柄杓 1 杯の 水を海に散布し、5 分間が経

過 して も発音 しなくなっ て か ら、再び散布 した。

　 ・事例 4／井の頭自然文化園 ：条件 C （約 30 分）

　 ・事例 5 〜6／ハ マ ダ七生造園
15 ）

：条件A （約 60 分）

条件 B （約 24分）

　
・事例 7／百草造園

15 ）
：条件 A （約 41 分）

　 ・事例 8 〜 9 ／K 宅
J，　s ）

：条件A （約 65 分〉、条件B

（約 10 分）

（ii）水道の 蛇 口 か らの 滴水音

　
・事例 10 ／水琴窟音 と同条件にする ため、連続した

流水音で はなく、水玉 がで きて間欠的に滴水す るよ うに、

微妙に紬か く水栓を調節した 。
こ の 採録は 1 例で ある。

（2 ）解析手法

　言語学者ジ ッ プが実施 した 手法を、間欠音の 間隔時間

に対して適用する。そ の 手順は以下 の とお りで あっ た。

　  各収録音を再生 しながら、間隔時間を 1／100 秒 の 手

　　動 ス トッ プウォ ッ チ を使用 し計測作業，

　  度数分布表を 階級 1／10 秒 で 作1菰

　  出現頻度 （scale ） の 大 き い 順に 、 各階級に順位

　 （r 跏   9） をつ ける。

　  前項  を両対数 目盛 の方眼紙 に プ ロ ッ トし、分布図

　　を作成。

3 一研究結果

　間欠音の 間隔時間に対 して 、各事例の 出現頻度の 分布

状態を図
一2〜11 に示 した 。 図

一1ユは 水道の 蛇 口 か らの

滴水音で ある。

　 4 一考察

　　両対数グラフ 上 に表れた分布状態の 違い から各事例を

　考察する 。

、　 （1 ）水琴窟音

　　水琴窟音に関して は、次の 3類型に分 けられ る。

　　類型 1 ： 図
一2

， 3， 8 の グラ フ は、傾 き
一1 の 直線に

　近似 して綺麗 に右下が り 45 °

の 分布を示 して い る。こ の

　うち図
一2，3 は市販 の CD ない し CT で あ るた め に、ど

　の よ うな条件下 で の 録音か が不明で ある。図
一8 の 事例

　は 、筧か らの水が か け流 しの 状態にある 、 古くか らの伝

承工 法 に よ る 正 統派の 水琴窟で録音され た もの で ある。

　　類型 9 ：図
一4

，
5

，
6

，
9 の グ ラ フ は 、 順位上位 の 分布

　状態が ほぼ水平 （順位に無 関係に
一

定）であ り、順位下

位 に対 して は急激 に減少する ロ
ー

レ ン ツ型を示 して い る。

　図
一5 は条件設定 C で あるが、音が止 まるまで 自然の 状
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図
一2 　　事例 1
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図一5　　事例 4 条件 C
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図一7　　事例 6 条件B
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図一9　　事例 8 条件A
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図一10　 事例9 条件 B
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図一11　 事例 101

．00
順位

態に任せ た た め、条件設定B の 特異なグラフ とは異なる

結果 となっ た。図
一6、9 は筧 の 例で あるが、なぜ類型 1

の 事例 7 と異なるロ
ー

レ ン ツ 型 の分布となっ たかは、現

在 の とこ ろ原 因をつ か め て い ない 。

　類型 HI ：図
一7

，
10 の グラフ は、図

一11 の 水道 の 蛇 口

か らの 滴水音に近い 分布 とな っ た。 両図とも共通項は条

件設定B で あ り 、 人為的な事象が加 わっ たため の結果と

推測で き る 。 つ ま り本来は、水琴窟音のあり方は人間の

手で継続させ るもの ではない が、水を散布 し続けるとい

う作為が、こ の よ うな自然界 の 事象で は 見か けない 、特

異 な分布状態 の グラフ になっ て しま うとい え るだ ろ う。

　他方 、 水が筧を伝 っ て 手水鉢か ら海 の 部分に流れ込む

場合 、 山か ら流れ て くる清水が水琴窟に 流れ込む とい う

本来の あ り方 を再現して い る ため、本調査研究で は自然

界 の 事象に多 く見られ る とい う、類型 1の ジ ッ プ の 法則

に従う結果が得られたの か もしれない 。

（2 ）水道の蛇口 か らの滴水音

　 こ れに関 しては、図
一11 が 示すように同 じ頻度数の も

の が連続する分布 を示 した。こ の こ とから、音 の 間隔 II寺

間は
一

定 に近 く機械的要素が強い とい え るだ ろう。しか

し終始に
一

定 で はない 。水道 の 蛇 口 からの 滴水音はほぼ
一

定 間 隔 で あ る が、時 間 の 経渦 と と も に 聞隔 が 長 くな っ

て い っ た。そ の た め グ ラ フ に み る よ うに、い くっ か の 階

級に分別分布 した と考えられ る 。

　ま た 、 今回 の 研究で 人為的な 要素が強い とい う結果が

出たオぐ琴窟音を、水道の 蛇 口 か らの 滴水音と比較し耳で

聴 い た揚合、水琴窟音 の 方 が楽しい音だ と感じた 。 そ れ

は、音の 間隔 の ほ か に音の 高さが関係して い る と考 えら

れ る。両者とも同 じよ うな
…

定の 間隔で あ っ て も 、 水琴

窟の 方が様々 な変化の あ る高さの 音が鳴っ て い る と感 じ

る か らで あ る。

5 ．結　び

水琴窟は 自然事象 として筧や湧泉からの 水 で音が鳴

造園技術報告集 3，2005

っ て い る。茶会などが行われ るとき、柄杓 で水 を使 うと
一

旦 は音が乱 れる が、そ の 流水音が途絶えたあ との 余水

が、じっ くりと水 玉 を生成 して元 の 自然事象を再現する。

こ の よ うに水琴窟は本来、自然の優位性を生か した造園

空間の中に あ っ て こ そ生きた音景装置 とい える。
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